
感染症対策チームの立ち上げ
JICAは、エボラウイルス病の大流行を契機に
国際緊急援助隊（JDR＊）・感染症対策チームを設立するとともに、
途上国の能力向上にも力を入れている。

左上 ： コンゴ川河口の臨時検疫所で着脱訓練を行う。感染防護衣など資機材の提供も行った。右
上： エボラウイルス病の検査をする様子。左下： 検疫官に対して講義を行うJDR隊員（国立感染症研
究所の山岸拓也さん）。右下： 臨時検疫所でデータ管理方法を確認するJDR隊員（国立感染症研究
所の島田智恵さん）。
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感染症対策
日本の技術が命を守る特集

策
と
し
て
途
上
国
で
行
っ
て
き
た
さ
ま

ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
活
動
の
成
果

が
、
そ
う
し
た
強
靭
な
保
健
シ
ス
テ
ム

構
築
の
た
め
の
一
端
を
担
う
。
た
と
え

ば
制
度
構
築
に
お
い
て
は
、
ケ
ニ
ア
で

長
崎
大
学
と
共
同
で
行
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
開
発
さ
れ
た
、
携
帯
電
話
を

使
っ
た
感
染
症
の
発
生
を
調
査
監
視
す

る
m
S
O
S
（
情
報
シ
ス
テ
ム
）（
8

〜
9
ペ
ー
ジ
参
照
）
が
有
効
だ
。
ま
た
、

研
究
開
発
で
は
、
ザ
ン
ビ
ア
で
北
海
道

大
学
と
行
わ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研

究
成
果
を
使
っ
て
「
デ
ン
カ
生
研
」
と

開
発
し
た
、
感
染
の
有
無
を
迅
速
に
検

査
で
き
る
キ
ッ
ト
（
10
〜
11
ペ
ー
ジ
参

照
）
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
キ
ッ
ト
は
、

今
年
5
月
の
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
（
以

下
、
コ
ン
ゴ
民
）
に
お
け
る
エ
ボ
ラ
ウ

イ
ル
ス
病
流
行
で
は
、
同
国
政
府
の
要

請
に
基
づ
い
て
デ
ン
カ
生
研
か
ら
無
償

提
供
さ
れ
、
流
行
の
最
前
線
で
迅
速
診

断
に
貢
献
し
た
。
ま
た
、
長
崎
大
学
や

北
海
道
大
学
で
は
、
各
国
の
検
査
機
関

職
員
や
保
健
省
の
行
政
官
を
留
学
生
と

し
て
受
け
入
れ
て
、
感
染
症
対
策
で
の

よ
り
高
い
技
術
の
習
得
と
リ
ー
ダ
ー
人

材
の
育
成
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ス
タ
ー
ト

（
12
〜
13
ペ
ー
ジ
参
照
）。
現
地
で
の
理

解
と
正
し
い
知
識
を
広
げ
支
え
る
人
材

を
育
て
て
い
る
。

　
「
強
靭
な
保
健
シ
ス
テ
ム
」
が
構
築

さ
れ
れ
ば
、
感
染
症
の
蔓
延
が
防
げ
、

た
く
さ
ん
の
命
が
救
わ
れ
る
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。

急
速
に
拡
大
す
る
感
染
症
に

ど
う
立
ち
向
か
う
の
か

　

感
染
症
は
初
期
対
応
の
如
何
に
よ
っ

て
は
ま
た
た
く
間
に
広
が
っ
て
い
っ
て

し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。
黄
熱
病
や
コ
レ

ラ
、
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
病
な
ど
、
発
病

や
進
行
の
経
過
が
急
で
あ
る
も
の
な
ら

な
お
さ
ら
だ
。
一
番
の
対
策
は
「
早
期

発
見
、
早
期
封
じ
込
め
」
だ
と
言
わ
れ

て
い
る
。

　

現
在
J
I
C
A
で
は
、
こ
の
「
早

期
発
見
、
早
期
封
じ
込
め
」
の
た
め
、

平
時
の
備
え
と
危
機
発
生
時
の
対
応
を

一
貫
す
る
「
強
靭
な
保
健
シ
ス
テ
ム
構

築
」
を
推
し
進
め
て
い
る
。「
感
染
症

に
対
す
る
平
時
の
準
備
、
起
こ
っ
た
時

の
対
応
、
そ
し
て
ま
た
平
時
へ
の
移
行

と
い
う
サ
イ
ク
ル
に
お
い
て
感
染
症
の

流
行
の
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
強

固
な
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
っ
て
お
く
こ
と

で
、
感
染
症
拡
大
を
防
げ
る
と
考
え
て

い
ま
す
」
と
人
間
開
発
部
の
平
岡
久
和

さ
ん
は
言
う
。

　

い
つ
で
も
正
確
な
情
報
を
入
手
で
き

る
制
度
構
築
や
、
感
染
の
有
無
を
い
ち

早
く
確
認
す
る
た
め
の
研
究
開
発
、
感

染
症
が
発
生
し
た
国
の
人
び
と
が
状
況

を
判
断
し
、
対
策
チ
ー
ム
を
組
織
し
、

そ
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
こ
と
で
感

染
症
の
拡
大
を
防
ぐ
―
―
平
時
の
対
策

と
と
も
に
、
緊
急
時
に
は
そ
の
平
時
の

成
果
を
活
用
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

目
指
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
J
I
C
A
が
感
染
症
対

流
行
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

感
染
症
対
策
チ
ー
ム
が
創
設
後
初
め
て

派
遣
さ
れ
、
爆
発
的
な
感
染
を
防
ぐ
た

め
の
支
援
活
動
を
展
開
し
て
コ
ン
ゴ
民

政
府
や
W
H
O
か
ら
高
い
評
価
を
受
け

る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
黄
熱
病
に
続

き
今
年
5
月
、
コ
ン
ゴ
民
で
発
生
し
た

エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
病
に
対
し
て
、
翌
月

に
は
感
染
症
対
策
チ
ー
ム
が
派
遣
さ
れ

た
。
迅
速
に
現
地
に
赴
き
、
流
行
地
か

ら
コ
ン
ゴ
川
を
航
行
す
る
船
で
首
都
キ

ン
シ
ャ
サ
に
流
入
す
る
人
々
に
対
し
て

検
疫
を
強
化
す
る
た
め
、
臨
時
検
疫
所

の
活
動
支
援
や
首
都
で
の
検
査
支
援
を

行
っ
た
。
さ
ら
に
、
必
要
な
物
資
の
提

供
と
と
も
に
同
国
の
検
疫
官
な
ど
に
技

術
指
導
を
行
う
こ
と
で
、
対
策
チ
ー
ム

が
帰
国
し
た
後
も
、
引
き
続
き
自
国
で

対
応
の
で
き
る
体
制
の
構
築
を
支
援
し

て
い
る
。

「
感
染
症
の
健
康
危
機
が
発
生
し
た
際

に
は
、
日
本
も
国
際
緊
急
援
助
が
で
き

る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以

前
に
、
危
機
発
生
時
に
そ
の
国
自
体
で

対
応
が
で
き
る
よ
う
普
段
か
ら
感
染
症

対
策
の
能
力
を
向
上
さ
せ
て
お
く
こ
と

が
重
要
で
す
。
発
生
を
最
小
限
に
と
ど

め
て
拡
大
を
防
ぐ
こ
と
が
一
番
の
対
策

と
考
え
て
い
ま
す
」
と
、
コ
ン
ゴ
民
で

引
き
続
き
感
染
症
対
策
を
進
め
る
人
間

開
発
部
の
山
形
律
子
さ
ん
は
言
う
。

「
強
靭
な
保
健
シ
ス
テ
ム
構
築
」に
よ
っ

て
平
時
に
お
け
る
対
策
が
進
行
す
れ
ば

感
染
症
対
策
チ
ー
ム
の
派
遣
も
少
な
く

な
る
は
ず
だ
。

ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
か
ら

発
足
し
た
対
策
チ
ー
ム

　

2
0
1
4
年
か
ら
15
年
に
か
け
て
、

西
ア
フ
リ
カ
で
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
病
が

流
行
し
た
。
日
本
は
資
金
や
物
資
援
助

を
行
い
、
世
界
保
健
機
関
（
W
H
O
）

を
通
じ
て
J
D
R
専
門
家
の
べ
20
名
を

派
遣
し
た
。
一
方
で
J
D
R
の
医
療

チ
ー
ム
は
本
来
、
地
震
や
台
風
な
ど
の

自
然
災
害
救
援
を
想
定
し
た
も
の
で

あ
っ
た
た
め
、
こ
の
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク

（
大
流
行
）
で
は
派
遣
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
日
本
政
府
は
、
こ
の
経
験

か
ら
15
年
10
月
に
J
D
R
感
染
症
対
策

チ
ー
ム
を
新
た
に
立
ち
上
げ
、
感
染
症

健
康
危
機
発
生
時
に
対
応
で
き
る
体
制

を
整
え
た
。
感
染
症
対
策
を
専
門
と
す

る
医
師
、
看
護
師
等
の
医
療
従
事
者
や

研
究
者
が
2
0
0
名
以
上
登
録
し
、
海

外
で
感
染
症
が
流
行
し
た
際
に
、
迅
速

に
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
感
染
症

対
策
チ
ー
ム
は
、
疫
学
、
検
査
診
断
、

診
療
・
感
染
制
御
、
公
衆
衛
生
対
応
の

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
機
能
と
、
チ
ー
ム
と

し
て
業
務
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う

調
整
業
務
を
行
う
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
機

能
の
五
つ
の
機
能
で
構
成
さ
れ
た
。

感
染
症
対
策
チ
ー
ム
に
よ
る

緊
急
援
助

　

そ
の
後
、
15
年
12
月
に
ア
フ
リ
カ
の

ア
ン
ゴ
ラ
で
発
生
し
た
黄
熱
病
の
流
行

は
、
隣
国
コ
ン
ゴ
民
へ
拡
大
。
16
年
6

月
20
日
、
コ
ン
ゴ
民
政
府
よ
り
黄
熱
病

技術と知識・経験を用いて、JICAは感染症の
「早期発見、早期封じ込め」に挑むためのシステムづくりを行っている。

システム構築に向けたその取り組みを見てみよう。

備えと危機対応
～ 「強靭な保健システム構築」をめざして～

強靭な
保健システム構築

とは

感染症健康危機発生時の対応
平時の成果活用による早期発見、早期封じ
込め、感染症対策チームによる緊急援助

感染症流行がない平時の備え
制度構築、研究開発、人材育成、
住民への健康教育

●MISSION2 制度構築 p.8-9
早期発見するための情報システムをつくる
●MISSION3 研究開発 p.10-11
早期発見するための
迅速に検査できるキットをつくる
●MISSION4 人材育成 p.12-13
発生現場で対策のとれるリーダーを育てる

●MISSION1 対策チーム p.7
感染症に特化した
チームをつくる今年6月にコンゴ民に派遣されたJDR感染症対策チーム

対策チームMISSION1

＊ Japan Disaster Relief。
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